
図面番号

施工位置図(2/2)

A3 S≒1：30000

工事名

図面名

尺度

会社名

事業所名

年月日

1-2/2

三方原二期農業水利事業所
導水幹線水路補修工事（落差工他）

県道天竜東栄線

津行

月

西川

施工箇所施工位置図(1/2)
S≒1:5000

　（A3)

1-1/2

施工位置図

秋葉取水口



図面番号

施工位置図

A3 S≒1：30000

工事名

図面名

尺度

会社名

事業所名

年月日

1-2/2

三方原二期農業水利事業所
導水幹線水路補修工事（落差工他）

5号
ト
ン
ネ
ル

L=
10
9 1
.9
8m

市
道

天
竜
長

石
２
号

線

施工位置図

1:5000

業務名

事業者名

図面名

縮 尺

会社名

1

長石大橋

市道天竜長石線

市道天竜請留線

長石大橋

施工位置図(2/2)



1号落差工
S=1:40
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溶接金網

φ3.2×@100

超速硬コンクリート

超速硬コンクリート

t=150

2
5
0

150

超速硬コンクリート

t=200

超速硬コンクリート

t=250

150

1
9
0
0

超速硬コンクリート

t=150

2
0
0

200

超速硬コンクリート

t=200V=3.86㎥ V=2.19㎥

V=2.14㎥

V=0.57㎥

溶接金網

φ3.2×@100

2
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5
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150

1
9
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4061

空気抜孔削孔

φ40 L=150

空気抜孔削孔

φ40　L=150

空気抜孔削孔

φ40　L=150

3
5
0

溶接金網設置部参考図

溶接金網
φ3.2×@100

スラブ用スペーサー
H100mm用

（摩耗対策）

底版部 側壁部

差し筋アンカーD10

75

溶接金網と結束

B1 B4

B3

B2　B3

25

超速硬コンクリート

t=150 V=1.34㎥

B5　B6

5
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300

釜場ピット
300×300×50
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0
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釜場ピット
300×300×50

注意事項

1.B1～B6は打設順を示す。参考
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EL 82.77

仮廻水路開口
1.1m×1.0m

1000

仮廻水路開口
1.1m×1.0m

5
0
0

仮廻水路流出部
1000×500×250

350

2
5
0

1
：
1
.0

1：1.01：1.0

（1：1.0で鏝摺り付け）

1
5
0

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号1:40 2 1/- 4

　落差工　構造図

2.溶接金網は10cmラップさせる。
設置間隔は1本/ｍ2

設置間隔は1本/ｍ2

3.B2～B３,B5～B6は端部の被りを50mm

確保する。



2号落差工
S=1:40
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溶接金網

φ3.2×@100

超速硬コンクリート

t=200

超速硬コンクリート

t=250

超速硬コンクリート

t=250V=4.05㎥ V=2.18㎥

超速硬コンクリート

t=150 V=2.09㎥

2
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0

150

超速硬コンクリート

t=150 V=0.57㎥
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超速硬コンクリート

溶接金網

φ3.2×@100
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空気抜孔削孔

φ40 L=150

空気抜孔削孔

φ40　L=150

空気抜孔削孔

φ40　L=150

3
5
0

溶接金網設置部参考図

溶接金網
φ3.2×@100

スラブ用スペーサー
H100mm用

底版部 側壁部

（摩耗対策）

B1 B4

B3

B2　B3

4045

300

3
0
0

5
0

釜場ピット
300×300×50

釜場ピット
300×300×50

差し筋アンカーD10

75

溶接金網と結束

25

2
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0

超速硬コンクリート

t=150 V=1.26㎥

B5　B6

注意事項

1.B1～B6は打設順を示す。参考

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号1:40 2 2/- 4

　　落差工　構造図

2.溶接金網は10cmラップさせる。

設置間隔は1本/ｍ2

設置間隔は1本/ｍ2

3.B2～B３,B5～B6は端部の被りを50mm

確保する。



3号落差工
S=1:40
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t=150

溶接金網

φ3.2×@100

超速硬コンクリート
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超速硬コンクリート

t=200

超速硬コンクリート

t=250 V=3.71㎥ V=2.11㎥
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空気抜孔削孔

φ40 L=150

空気抜孔削孔

φ40　L=150

空気抜孔削孔

φ40　L=150
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5
0

溶接金網設置部参考図

溶接金網
φ3.2×@100

スラブ用スペーサー
H100mm用

底版部 側壁部

（摩耗対策）

B1 B4

B3

B2　B3

300
5
0

超速硬コンクリート

t=150 V=1.18㎥

B5　B6

差し筋アンカーD10

75

溶接金網と結束
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釜場ピット
300×300×50

釜場ピット
300×300×50

注意事項

1.B1～B6は打設順を示す。参考
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仮廻水路開口
1.1m×1.0m

仮廻水路開口
1.1m×1.0m

仮廻水路流出部
1100×500×250

（1：1.0で鏝摺り付け）
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1：1.0100

EL 79.66

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号1:40 2 3/- 4

　　落差工　構造図

2.溶接金網は10cmラップさせる。
設置間隔は1本/ｍ2

設置間隔は1本/ｍ2

3.B2～B３,B5～B6は端部の被りを50mm
確保する。



4号落差工
S=1:40
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溶接金網

φ3.2×@100

超速硬コンクリート

5590

t=250

超速硬コンクリート

t=150

超速硬コンクリート

t=300
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0

超速硬コンクリート

t=150 V=2.29㎥

超速硬コンクリート

t=250V=5.07㎥ V=3.12㎥

断面補修

断面補修

2100×900×200
鉄筋露出　防錆剤塗布

2100×900×200
鉄筋露出 

2
0
0

断面補修

2100×900×200
鉄筋露出　防錆剤塗布

超速硬コンクリート

溶接金網

φ3.2×@100
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V=0.94㎥

150
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溶接金網設置部参考図

溶接金網
φ3.2×@100

スラブ用スペーサー
H125mm用

底版部 側壁部

（摩耗対策）

B1 B4

B3

B2　B3
超速硬コンクリート

t=150 V=1.63㎥

B5　B6
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5
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3
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釜場ピット
300×300×50

釜場ピット
300×300×50

差し筋アンカーD10

75

溶接金網と結束

25

注意事項

1.B1～B6は打設順を示す。参考
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釜場ピット
300×300×50
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EL 77.31

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号1:40 2 4/- 4

　　落差工　構造図

2.溶接金網は10cmラップさせる。

3.B2～B３,B5～B6は端部の被りを50mm

確保する。
設置間隔は1本/ｍ2

設置間隔は1本/ｍ2

防錆剤塗布



　　秋葉取水口

平 面 図

D

S=1:30

D

900
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0

3
5
0
0

8
2
0

5
1
4
0

1.中心線に対し左右対称である。

注意事項

凡　例

取水ゲート 制水ゲート

会 社 名

図 面 名

1:30 図面番号

秋葉取水口構造図

事業所名

縮　　尺

工 事 名

3-1/2

1250

900 350

3
0
0

2590

1
9
0
0

超速硬コンクリート　t=250　B2

：超速硬ｺﾝｸﾘｰﾄ範囲

超速硬コンクリート　t=250
V=1.4㎥

V=5.6㎥

超速硬コンクリート　t=250　B3

V=3.8㎥

（摩耗対策工）
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9003
8
0
0

900

18007000

4200

3900 300300 2600
(開口部)

(開口部)

500 1000

41007000
(床版)

2.B1～B4は打設順を示す。参考

(資材等搬入口)

超速硬コンクリート　t=250
V=1.4㎥B1

超速硬コンクリート　t=250
V=0.8㎥B1

超速硬コンクリート　t=250
V=0.8㎥B4

3
2
0
0



EL.100.000

EL.109.410

EL.110.000

(LWL.104.000)

(HWL.108.000)

4200

FLOW

2600

(開口部)

(開口部)

500 1000

41007000

　　秋葉取水口
S=1:30

縦 断 図
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凡　例

(床版)

8
5
0

9
1
5
0

9
0
0

9
0
0

EL.100.000

EL.98.200

(EL.99.750)

(EL.109.750)
EL.110.000
(EL.109.750)

(EL.97.950)

(EL.99.750)

(EL.109.160)

1.標高は測量及び竣工図の値である。

注意事項

2.(　)内の標高は河川協議の値である。

取水ゲート 制水ゲート

HWL.108.250

LWL.104.250

EL.103.650

(EL.103.400)

EL.110.000
(EL.109.750)

5
7
5
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4
4
0
0

EL.104.400

(EL.104.150)

EL.110.000
(EL.109.750)

EL.109.150
(EL.108.900)

EL.109.150
(EL.108.900)

会 社 名

図 面 名

1:30 図面番号

秋葉取水口構造図

事業所名

縮　　尺

工 事 名

3-2/2

タラップ

タラップ

マンホール

(EL.98.200)

超速硬コンクリート
24-12-25

溶接金網
φ3.2×10

12
73

1006

：超速硬ｺﾝｸﾘｰﾄ範囲

（摩耗対策工）

2590

18007000900

9
0
0

9
0
0

450 450 900 900

B1
B1

B2 B3

B4
B41006

12
73

3.溶接金網は10cmラップさせる。

4.B4は端部の被りを50mm確保する



水路 W=800 H=800

U字溝 W=300 H=300

U字溝 W=300 H=300

U字溝 W=300 H=500
仕

(E)14ｳ184
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Co

５号分水口

U
字
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U字溝 W=300 H=300

U字溝 W=300 H=300

U字溝 W=240 H=240

Co

暗渠 W=300 H

W
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0
H
=18 0

3級水準点 H26-10

28DT77

3A-5
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(N)中沢上支24
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g
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86.24

18
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呑口=85.64
吐口=85.62

仕

F

Ｍ

呑口=85.44

 H=TP+86.054m

暗渠 W=300 H=300

暗渠 W=300 H=300

1号落差工
（蓋撤去・復旧20枚）
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工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号図示 4 1/- 4

　　仮設図　（落差工）

施工断面図
S=1:50

（上流止水部）

三方原用水二期農業水利事業
導水幹線水路補修工事（落差工他）

 仮　設　図（1/4）S=1:100
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　仮　設　図（2/4）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号 4 2/- 4

　　仮設図　（落差工）

図示

S=1:100

施工断面図
S=1:50

（上流止水部）

三方原用水二期農業水利事業
導水幹線水路補修工事（落差工他）
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図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号図示 4 3/- 4

　　仮設図　（落差工）

施工断面図
S=1:50

（上流止水部）

三方原用水二期農業水利事業
導水幹線水路補修工事（落差工他）

　仮　設　図（3/4）
S=1:100
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工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号図示 4 4/- 4

　　仮設図　（落差工）

三方原用水二期農業水利事業
導水幹線水路補修工事（落差工他）

施工断面図
S=1:50

（上流止水部）

　仮　設　図（4/4）
S=1:100
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0
0

仮設図秋葉取水口(1/2)

平 面 図

S=1:30

1.中心線に対し左右対称である。

注意事項

会 社 名

図 面 名

1:30 図面番号

仮設図（秋葉取水口）

事業所名

縮　　尺

工 事 名

5-1/2

（摩耗対策工）

簡易止水板

H800型
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注意事項

凡　例
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1.標高は測量及び竣工図の値である。

注意事項

2.(　)内の標高は河川協議の値である。
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図 面 名
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事業所名
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